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確
に
し
た
。

・「
形
式
へ
の
集
中
」
の
問
題

　
銀
行
融
資
に
お
い
て
、
借
り
手
の
事

業
内
容
で
は
な
く
、
担
保
・
保
証
が
あ

る
か
と
い
っ
た
形
式
を
必
要
以
上
に
重

視
す
る
傾
向

・「
過
去
へ
の
集
中
」
の
問
題

　
将
来
の
経
営
の
持
続
可
能
性
よ
り
も

過
去
の
経
営
の
結
果
で
あ
る
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
の
健
全
性
ば
か
り
議
論
す
る
と

い
っ
た
傾
向

・「
部
分
へ
の
集
中
」
の
問
題

　
金
融
機
関
の
経
営
全
体
の
中
で
真
に

重
要
な
リ
ス
ク
を
議
論
す
る
の
で
は
な

く
、
も
っ
ぱ
ら
個
別
の
資
産
査
定
に
リ

ソ
ー
ス
を
投
入
す
る
と
い
っ
た
傾
向

金
融
機
関
自
身
に
よ
る 

創
意
工
夫
の
重
要
性
を
指
摘

　

同
時
に
、「
横
並
び
の
量
的
な
拡
大

競
争
に
集
中
す
る
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
は
限
界
に
近
づ
い
て
き
て
い
る
」

と
し
た
う
え
で
、「
金
融
機
関
は
、
多

様
化
す
る
顧
客
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉

え
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
工
夫
し
、

顧
客
と
と
も
に
成
長
す
る
新
し
い
ビ
ジ

「
平
成
28
事
務
年
度
金
融

行
政
方
針
」
で
は
、
ま
ず

現
状
の
問
題
点
や
課
題
を

次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。

　

金
融
庁
（
金
融
監
督
庁
）
は
そ
の
発

足
当
初
、「
不
良
債
権
問
題
の
解
決
な

ど
、
当
時
の
緊
急
の
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、『
ル
ー
ル
重
視
の
事
後
チ
ェ
ッ

ク
型
行
政
』
の
方
針
を
打
ち
出
し
、
厳

格
な
個
別
資
産
査
定
や
法
令
遵
守
状
況

の
確
認
を
中
心
と
す
る
検
査
･
監
督
手

法
を
確
立
」
し
、
不
良
債
権
問
題
の
克

服
等
一
定
の
成
果
を
出
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
手
法
を
機
械
的

に
継
続
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
副
作

用
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
指
摘
。

従
来
の
検
査
・
監
督
の
成
果
を
評
価
す

る
一
方
で
、
そ
の
問
題
点
や
課
題
を
明

A Ｑ１
今
回
の
金
融
行
政
方
針
は

ど
ん
な
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
？

こ
れ
ま
で
と
の
違
い
は
？

プロローグ

28
事
務
年
度
行
政
方
針
が
求
め
る

　

ま
ず
は
平
成
28
事
務
年
度
金
融
行
政
方
針
に
つ
い

て
、
金
融
仲
介
機
能
・
融
資
業
務
に
関
わ
る
部
分
の
ポ

イ
ン
ト
を
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
解
説
す
る
。

Ｑ
１
〜
４

大
内
修

金
融
仲
介
機
能
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
５
〜
７

飯
山
高
康

2016・12月15日号7








ネ
ス
モ
デ
ル
を
確
立
し
て
い
く
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
」
と
指
摘
。「
金
融

機
関
自
身
に
よ
る
主
体
的
で
多
様
な
創

意
工
夫
」
の
重
要
性
を
明
記
し
た
。

　

金
融
行
政
の
手
法
に
つ
い
て
も
、
金

融
機
関
が
最
低
限
満
た
す
べ
き
基
準
の

遵
守
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
従
来
の
ル

ー
ル
ベ
ー
ス
で
は
な
く
、「
個
々
の
金

融
機
関
の
状
況
に
応
じ
て
行
う
動
的
な

監
督
や
、
金
融
機
関
の
創
意
工
夫
を
促

す
対
話
と
い
っ
た
手
法
を
活
用
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
」
と
し
、
検
査
・
監
督

の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
以
下
の
点

に
重
点
を
置
い
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手

法
を
活
用
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

①
形
式
か
ら
実
質
へ

　
規
制
の
形
式
的
な
遵
守
（
ミ
ニ
マ

ム
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
）
の
チ
ェ
ッ
ク
よ

り
、
実
質
的
に
良
質
な
金
融
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
（
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
）

②
過
去
か
ら
将
来
へ

　
過
去
の
一
時
点
の
健
全
性
の
確
認
よ

り
、
将
来
に
向
け
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
持
続
可
能
性
等

③
部
分
か
ら
全
体
へ

　
特
定
の
個
別
問
題
へ
の
対
応
に
集
中

す
る
よ
り
、
真
に
重
要
な
問
題
へ
の
対

応
が
で
き
て
い
る
か
等

担
保
・
保
証
や
財
務
数
値
に 

依
存
し
な
い
融
資
を
求
め
る

　

金
融
機
関
に
対
し
て
は
、
次
の
二
つ

の
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

●
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
（
フ
ィ
デ
ュ

ー
シ
ャ
リ
ー
・
デ
ュ
ー
テ
ィ
ー
）
の
確

立
と
定
着

「
活
力
あ
る
資
本
市
場
と
安
定
的
な
資

産
形
成
の
実
現
、
市
場
の
公
正
性
・
透

明
性
の
確
保
」
の
項
で
、
金
融
機
関
が

金
融
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
際

に
は
、「
顧
客
本
位
の
販
売
商
品
の
選

定
・
提
案
、
顧
客
本
位
の
経
営
姿
勢
と

整
合
的
な
業
績
評
価
、
顧
客
本
位
の
取

組
み
の
自
主
的
な
開
示
、
商
品
の
リ
ス

ク
の
所
在
等
の
説
明
（
資
料
）
の
改

善
、
顧
客
が
直
接
・
間
接
に
支
払
う
手

数
料
率
（
額
）
及
び
そ
れ
が
い
か
な
る

サ
ー
ビ
ス
の
対
価
な
の
か
の
明
確
化
、

こ
れ
ら
を
通
じ
た
顧
客
と
の
間
の
利
益

相
反
や
情
報
の
非
対
称
性
の
排
除
（
情

報
提
供
の
充
実
）
等
」
に
つ
い
て
改
善

を
促
し
て
い
く
こ
と
を
明
記
。
リ
ス
ク

を
内
包
す
る
商
品
の
販
売
や
仲
介
に
あ

た
っ
て
、
顧
客
本
位
を
よ
り
強
化
す
る

よ
う
求
め
て
い
る
。

●
金
融
仲
介
機
能
の
質
の
向
上

「
金
融
仲
介
機
能
の
十
分
な
発
揮
と
健

全
な
金
融
シ
ス
テ
ム
の
確
保
等
」
の
項

で
、
以
下
の
取
組
み
を
進
め
て
い
く
と

し
、
融
資
に
お
い
て
担
保
・
保
証
や
財

務
数
値
に
依
存
し
な
い
取
組
み
を
強
く

促
し
て
い
く
方
針
を
明
確
に
し
た
。

①
「
日
本
型
金
融
排
除
」
の
実
態
把
握

　

十
分
な
担
保
・
保
証
の
あ
る
先
や
高

い
信
用
力
の
あ
る
先
以
外
に
対
す
る
金

融
機
関
の
取
組
み
が
十
分
で
な
い
た
め

に
、
企
業
価
値
の
向
上
が
実
現
で
き

ず
、
金
融
機
関
自
身
も
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
を
逃
し
て
い
る
状
況
（「
日
本
型

金
融
排
除
」）
が
生
じ
て
い
な
い
か
、

金
融
機
関
と
企
業
双
方
か
ら
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
等
を
通
じ
て
実
態
把
握
を
行
う
。

②
金
融
仲
介
の
質
の
向
上
に
向
け
て
の

金
融
機
関
と
の
深
度
あ
る
対
話 

　

ど
う
す
れ
ば
金
融
仲
介
の
質
を
一
層

高
め
て
い
け
る
か
、
上
記
①
の
実
態
把

握
や
「
金
融
仲
介
機
能
の
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
」
等
の
客
観
的
な
指
標
を
活
用
し
、

金
融
機
関
と
対
話
を
進
め
て
い
く
。 

③
開
示
の
促
進
等
を
通
じ
た
良
質
な
金

融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向
け
た
競
争
の

実
現

「
金
融
仲
介
機
能
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
」

等
の
客
観
的
な
指
標
を
活
用
し
、
金
融

仲
介
機
能
の
発
揮
状
況
に
つ
い
て
開
示

を
促
し
、
事
業
性
評
価
に
基
づ
く
融
資

や
本
業
支
援
等
に
つ
い
て
優
良
な
取
組

み
を
行
っ
て
い
る
金
融
機
関
を
公
表
・

表
彰
、
金
融
機
関
間
の
競
争
を
促
す
。

POINT
金融機関の主体的な創意工夫を促すと
ともに、サービスの質や持続可能性な
どを重視したモニタリングを実施

リスク商品販売での顧客本位の対応の
強化や、担保・保証や財務数値に依存
しない融資の推進等を求めている


